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審 査 結 果 の 要 旨  

  

 本研究は、急速進行性糸球体腎炎（RPGN）患者の腎転帰に対する好中球数とリンパ球数

の比率（NLR）ならびに血小板数とリンパ球数の比率（PLR）の関連を検討したものである。

その結果、腎機能が維持された患者では、維持血液透析を必要とする患者と比較して、NLR

およびPLRが有意に高い傾向にあり、RPGN診断時のNLR、PLRは腎予後の予測因子となること

を明らかにした。特に維持血液透析を要した患者において、診断時のNLRは不可逆的な腎障

害を予測できることを示した。本論文の内容は、RPGN患者の腎予後を簡便な方法で予想可

能にする、臨床上有益な報告であり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


